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心身共に健やかに

—めあてをもってはげむ子ども—

~-炉

'<'> 
,¥ 

L~、

（子どもたちと学校長 ）

1. はじめに

「おはようございまあす」

と、 トラ ックを走る子どもたちが

1周ごとに声をかけていきます。

今日のめあてだけ走って、歩きかけていた子が

「おはようございまあす」

と、 もう 1回走 っていきました。

かわいい子どもたちです。

生き生きとした子どもたちです

こうして 、充実した 1日が始まるのです。

子どもたちも、私も 。 （私の年賀状より ）

私は、あいさつは ‘‘心の豊かさと 健やかさ のパ ロメ

ーター、、であると思 っている 。毎朝明るいあいさつを

交わしながら、元気に走り続ける子どもたちの姿は、

「心身共に健やかな子どもの育成」 を目指す本校の健

康教育のシンボルである 。

2. 学校の概況

福光町は富山県の西端、 石川県に隣接する人口約

23,000の町である 。学校統合計画が完了し、 小学校 4、

中学校 2、県立高校 l、県立養護学校 1、がある 。

本校は、 3校を統合して昭和52年 9月に開校された。

学級数26(内特殊 2)児童数は875名である 。校区は

富山県西砺波郡福光町立福光中部小学校

校長吉 田俊雄

市街地の大部分とそ の西側に点在する 農村部とからな

り、児童の約合は市街地居住である 。

（福光町の位罹）

（校舎全景）
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3. オープンスペース構造の校舎

本校の校舎には、その構造上いくつかの特色がある 。

(1) 教室の岐は可動式である 。

天井に 2m間隔の格＋状にレールが設置されており 、

可動式パネルを組み合わせて、大小任意の空間を容易

に作ることができる 。

(2) 学年のフロアすべてが学習の場である 。

1学年 (4学級、約150名）が使用する学年 7 ロアは

約550mである。これは普通一般の教室 8-9室分にあ

たるスペースである 。

(3) 全7 ロアがカーペ ット敷きである 。

騒音の発生が少なく 、吸音効率もよい。視覚的にも

落ちつきと和らぎがある 。また、滑る、転倒する 、な

どによる（易害事故の防止にも役立ち 、冬季の保温効果

も大きい。

ヽ

（広い学年7 ロア ）

4. 教育目標

(4) 各所に多目的 スペースかある 。

このスヘースもオープン構造とな って おり、児童は

自由に多様に活用している 。

(5) 管理棟ロビーは吹き抜けにな ってい る。

視覚上の変化と 、 l-3階の連続感を与えている 。

吹き抜け部 1階の床は、カ ーペットの色調から「緑の

ロビー」の愛称で呼ばれ、各種の掲示や展示に 利用さ

れてしヽ る 。

このような構造の校舎が建設されたのは、

ア、どのような学習形態にも対応できる 。

イ、児童にとっては学背の場であると同時に、生活

の場でもある校舎に 、希望と ゆとリと安らぎを持た

せたい。

などの発想に枯づくものである 。

（主目標）
知 • 徳 ・体の調和のある豊かな人間性と

（ 具体目標）

（児童のめあて）

（期待する

児童像）

たくましい実践力を身につけた子 どもの育成

自ら学び
よく考える子ども

たくさん書 く子

学習のめあてをは っ

きり持ち、生き生きと

学び続ける 子。

自分て考え、自分て｀

判断てきる 子。

思いやりがあり

助け合う 子 ども

進んて世話をする 子

学校 ・学年 ・学級 ・

家庭 ・地域などを自分

の眼て｀見つめ、自分に

てきる世話を見つけ、

進んて実行する子。

心身共に健康て｀

がんばりぬく 子 ども

記録を伸ばす子

自分の健康や体力は

自分て作ることを目指

し、自分のめあてを決

めて、 一歩一歩着実 に

前進していく 子。
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5. 「開かれた学校」を目指して

本校では、 「教える 」授業から 「自ら常ぷ」学料へ

と、教脊の質的転換を目指し、 「11月かれた学校」つ'〈

りに努めている 。

(1) 「人間の壁」を開く

ア、教師相互の1:,笠

" 1人で考え、 1人で指祁、、するよリも "4人で

考え 、4人で指材、、し、"1人の(-どもを 4人で見て、

4人で育てる、、ために、学年内教師の特性を生かし、

相互に補い合う密接な協力指莉体制を確立する 。

イ、教師と児童の咽

教師は 「教える人」、児童は 「教えられる人」で

はなく、 ‘` 十どもと共に学ぴ、、 ｀` —f ども の学料を支

援する、、教師となるように努めて＼ヽる 。

ウ、児甑相互の収

学営の内容や方法に応じ、随時学級をl開き、多様

な梨団を編成して学習を展開する ので、学年内は

‘‘共に学ぷ仲間、、である 。

(2) 「空間の墜」 を開 〈

学習に必要な規模の空間を容易に構成できる ので、

多様な学習形態を工夫し、児窟が土体的に学ぶ学柑指

＃の実践に努めている 。

6. 健康教育の推進

(1) し ・ い • そ ・う述動 総合的近悦対策
J,, 

昭和56年度は近視対策として 「1・2・3 0述動」

を実践した。 これは

① 1時間以上続けてテレピを見ない。

② 2 Ill以上離れてテレピを見る 。

R 3仮m離して読んだり杏いたりする 。

ことを強調した運動である 。 1年間の実践から、次の

ような成呆と反省が見られた。

ア、かなりの視力回復がみられた。

イ、対症的方法だけではな〈 、根本的な対策を実施

すれば、更に効果が上がるのではないか。

そこで、本年度は総合的近祝対策として 、 「し ・し、 ．

そ ・う運動」を推進してきた。

◎ 姿勢を正しくする 。

◎ 1・ 2・3 0運動をする。

R 外へ出て、太賜と遊ぷ。

⑤ うちでも好ききらいしないで食べる 。

年間 を通して実践する運動であるが、マンネリ化を避

けるために 、月ごと の努力項 Hを決め、史に毎月強調

週聞を設けて実践の努力をしている。強調週間にはチ

エックカ ー ド （学校用、家庭用 ）を配布し、学校では

自己評filli、家庭では家族と の話し合いによる評価を記

入する 。努力した児斌には 、児章保健委貝会が 「娃康

No. 1買」を授宜してしヽる 。

しいそう運動
良

(2) 記録を伸ばす了 めあてにいどむ体力づ くり

ア、朝の持久走

紺朝始業前10分間・低学年は120m、中 ・高学年は

200mのトラ ックを走る 。学年ごとに回数 ・距離 ・

スピー ドなど記録の方法を工夫し、 一人一人がめあ

てを決めて走り綺けている 。

（朝の持久走）

イ、記録カードの利用

水泳 ・なわとぴ ・鉄棒連動等に記録カードを工夫

し、体育時や自由遊ぴ時に伸びた記録を記入し、 一

歩一歩前進してい〈 。

ウ、 Jt;準タイムにいどむ徒競走

運動会の徒競走は、身長順ではなく、緑習時の タイ
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ムで組むので、記録の似た児童の競争となる 。 また、

学年別、・男女別に 2段階の基準タイムを設け、その

タイム内にゴールヘ入れば努力宜 (2色）を与える 。

たとえ 7位でも最後までがんばれば、受貸の希望か

あるわけである 。

(3) PT Aとの連携

PTA保健委員会は、学校のし・い • そ ・う運動に

同調し、毎月の強調週間チェ ソクカード （家庭用 ）の

集計を行い、家庭では親子で実践するよう全会貝に働

きかけている 。

7. 児童が主体的に進める保健活動

or 児童保健委員会の活動 （実践例）

自主的に、全校的 な保健活動を進める 。
し. L .; セロ

6月 6 4 8 0運動

よい歯の冠授賞、 64 8 0イラスト秘集、

むし歯予防No.1大会

8月 し・い • そ ・う運動イラストかるた作り （全

校児童が 1人 1点考案作成）

9月 イラストかるた審査 ・代表作選定

11月 「 し ・ い • そ ・う運動」かるた大会

（しいそう運動イラストかるた ）

(2) 各委員会の活動 （分担と協力の例）

一 人一人の健康生活の実践に、 -.m極的に1動きかける 。

ア、保他委員会

「目を守る一日のくらし」展示査料作成。

・起きる • 朝食 ・学習 ・家での勉強 ・テレ

ピを見る ・遊ぴと手伝い • おやつを食べる

• 楽し〈遊ぽう ・ねる

イ、掲示委員会

保健委員会が作成した 「目を守る一 日のくらし」

9個の作品を、緑の ロヒーに展示 し、全校児童の閲

心と実践意欲を高めた。

緑の ロピーに展示された目を守る 1日の〈 らし

設

展

や

気

を機

て

換

音

し

の内

ヵ

求

＾
 

に

な

ア

ー

を

ロ

ナ

音

フ

一

録

年

。

□

[Hill 
8. 「開かれた保健室」—保健センターとして

保健室は、学校の保健指導と保健管理の拠点であり、

安全指迎や安全管理にも重要な役割りを果たしている 。

また子どもたちにと って、保健室は健康診断や健康相

談の楊であり、時には救急措箇を受ける場でもある 。

本校では上記のほか、保健室の機能を更に拡大し、

子どもたち （必要により保護者も ）が気軽に 利用でき

る保健センターの機能を持つ「開かれた保娃室」 づく

りに怒めている 。
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（保健目標）

•
r`

・

（保健 室 内部）

ア、子どもが親しむ環境つ→〈りを工夫する 。

子どもが自分の健康について不安や疑問を持った

時、気軽に入室し 利用できるふん囲気の保健室とす

るように努める 。

イ、広報活動を充実する 。

子どもの健康について 、家庭の理解を深め、より

協力を得るために、毎月のイ呆健梢報 ・保健だよりや

臨時の通知などを発行し 、密接な連携を図 っている 。

略 和:lら、 ヰ虔
57 

昭和＄、＇芍簿
邸和ふ｀孔 及

ら1

ウ、保健恰報の収集 ・整理と、そ の活用に努める 。

子どもが典味や関心 を持つ情報や、疑問の解明に

役立つ1胄報などを 、広〈、多く入手するよう努力し

てしヽ る。

．
 

（保健情報）

エ、保健狡料の開発 ・作成を進める 。

保健室はまた 、子どもたちの保健活動の本拠でも

ある。盟かなアイデアを出し合い、調査結果の報告

衣料や、努力目標を普及悔底するための査料などの

作成に励んでいる 。

9. おわりに

本校の健康教育は 、特定の狭義の保健活動や体力づ

くりではない。 「豊かな人間性とたくましい実践力を

身につけた子どもの育成」を目指す学校教育目椋具現

の一環として 、心身共に健やかな子どもを育てる努力

をしてきた。 そして 、 「開かれた学校」づくりを目指

す他の学習や活動と同様に 、保｛建活動も‘‘一人一人の

児箪が、、 ‘‘自分のめあてをも って、、 "自ら実践する、、

努力を続けているのである 。

このささやかな本校の教育実践に対して、健康優良

学校特別俊秀校の栄営を賜 ったことを、 心 から感謝し

ている。

また 、私達のつたない営みを、全国へ紹介できる機

会を提供していただいた本誌にも 、深甚の謝慈を表す

るものである 。

本年10月25日（灼には 、ささやかながら本校の健康教

育の一端を公開し 、全国の先部 ・同志からのご批正を

賜る予定である 。

（広報活動）
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学校長

徳山小学校玄関

1. はじめに

昭和50年11月、日 本一健康俊良学校の栄冠に輝き 、

以来、毎年学校経営の柱には 、本校の伝統として定着

してきた他康教育を取り上げ継承している 。

実践事項を整理 ・改善する ことにより 「じょうぷな

からだをめざして意欲的に取り組む子どもの育成」か

ら「自ら守 り育てる心とからだ」 「たくましいか らだ

と豊かな心」を育てるぺく質的変換を図りなが ら、知

• 徳 ・体の全人教育をめざして、全児童 ・全職員 .p

TAが、藩校以来の 「大和一致」の枯神で毎日 の実践

活動に努めている 。以下、そ の一部を紹介する 。

2. 本校の概要

(1) 本校の沿革

本校は 、古く天明年間の徳山藩の藩校「鳴鳳館」

にその源を発し、明治 5年の学制頒布により「鳴鳳

館」を改称した 「興譲館」 の後 を受けて開校 し、爾

来110年の古い歴史をもつ学校である。現在の児童数

1123名、学級数は32の大規模校である 。

昭和50年、学校、家庭、 地域か一体とな っての建

康教育への取り組みが高く評価 され「健康教育日本

自ら守り育てる心とからだ

—大和一致の徳山小教育—

山口 県徳山市立徳山小学校

校長 河口正人

ー」を受宜 した。

これを機に 、今まての健康教育の成果を重視、継

承するとともに、児童の実態 をもとにさらに新しい

方向を求め、実践と深化拡充 を図り 研究の努力を重

ねた。こうした継続実践の努力が認められ、昭和57

年11月、健康俊良学校全国特別優秀校として再び日

本一の栄冠に蝉いた。

(2) 校区の実態

本市は、明治末期より工業都市として発展し 、戦

後さ らに石油産業の発展に伴い、 i餅岸線沿いに石抽

化学コンビナートを形成 している 。 また古〈から政

治、文化、 交通、経済の要地であり 、山陽新幹線の

開通とともに、周南地域における中核都市として の

機能を発揮している 。

本校は 、徳山駅より 北へ約500m、国道 2号線沿い

にあり 、商店街 ・官公庁か隣接した市街地の中心部

に位置している 。

3. 本校の教育目標

輝かしい歴史と伝統をふまえて「未来をひらくたの

もしい日本人の育成」を目標に児童と教師とか「敬」

と「信」と「愛」とによ って深〈 結ばれ営まれる全教

育課程の 中で、

0体カ ・気力に涸ちた剛健で実践力のある子

（つよい子）

0真心 をもって働き 、思いや りのある子

（よい子）

0進んで力の限りをつ〈し、勉強にいそしむ子
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（かしこい千）

の教育目椋を設定し、そ の育成をめざしている 。

〔徳山小学校学校経営方針〕

体 カ・ 鸞 力に ● らた剛鍵 で実nt,の ある子 真 心 tiって 11lき ． 思 いやり，， ある子 遣んで力の悶り と つく し勉撞 IC<•そ し む 子
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●式の●● 一疇 化 芝ァ生;I,●... ● .,. 窮:,石,● ●● ← ・,,出す ・ 鴫葬•攣｀胄 0彎 ー · ••力 ● 亭 ー 羹. わかるI 畠● 9ヽ覺包力 ・霰冨●

零●,.. の 動活 ●、I外A園會●.● lfA●● 

●貪 ・編貪 泊・ ＊艘110属學"'隻

・鴫配1) ● 曙 停 動9る ・遍形的な費1こ賞 ・響字

●重 ・でeる ．` 事1')璽l'I(饒紀 ・flt It ん • 纏置カ 攣 J Tる●鵬力 詈●●
・配乞履幽

漕膚暢の●●●●
偉●lゆ行． 轟＂． 圏負

零詈の1il 反 覆 n 羹み.~ さ 曇ヽヽ＊の技
・吹●● ・記念行事

・，，紀●●切児,,,. ... ． 鑽1W言具，，で雙とい"方(.(Jtt方 • tたえら ・停nづく'J.aBltt動. CS f! b , 
功感 交 萬1.:.n1V6 ・ 鼈「 ●のか売•な●饗n

＊ 鰺．
・艘●鯵に と衝拿●

． 雇 心とみがく 』1T! L. う ~f 亀令皇さ つ 各 ．．上●笠
，，．． 

., "鱗n●* • 曇 ・ スぷー",,紀e1:.,と(： .... ↓ 1..1:1:. 賓慶 糞 I •1111 r>lif:W 

絶箪

4. 本校の特色ある活動 、し梢 を育て 、人間形成の基礎を培う心の糀として教

(l) 心の健康

① 心にひぴく索読暗誦

昭和53年度より 4年生以上に索読賠誦を指辞して

いる 。紐月初め、 「朗誦心にひぴけ」 （河口校長編

・索読森料集）の中から選ばれた森料を反復朗誦、

賠記、 II佑与する過程におし、て、北中カ ・ll;"'i記カ ・根

気カ ・せ向力が培われ、古語や和語等の困難を乗リ

越えて学料することによリ忍耐心や克已心を育てる 。

また 、校長よリ合格印 を押印 されることにより 、学

習の成功感や充足感等をも味わうことができる 。担

任の範読や担任もい っしょにな っての一斉朗読、そ

して担任による検閲は 、担任対—f供、千供対子供の

人間関係をさらに深く ゆるぎな し、も のとし 、豊かな

育的に大きな意義をもつものである 。

素読査料梨

「朗誦心にひぴけ」
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朝の会、終わりの会を利用 しての朗誦、給食時間

を利用しての放送による鑑貸、あるいは、暗誦をも

とにした「百人一首カルタ大会」も実施され、今年

で 3回を迎えた。

百人一首校内カルタ大会

② 心もみが〈消掃活動

本校の泊揺活動は 、it'i掃 を単なる作業活動としな

いで、よリ美し〈したi仙足感や人のためにつくした

喜びにも目を,,,jけさせ、無言でJ1ゞ仕する 心 を育てる

ことをね らいとしている。

また、 5・6年生は、年間を通して始業前20分間愛

校当番活動 （奉仕活動）に取り組んでいる

無言で清掃「心もみがく」

こ謳；

" < 

5・6年生 愛校当番の活動

③ 朝の活動

始災Iiりの15分間を朝の活動の時間とし ている。月

• 木帥,Fi は、符数 • 国語の ドリルの時II月、水ll/11日は、

表現の時間 とし 、各学年年間指袢計画のもとに全校

一斉に クロッキーなどを実施してしヽる 。金IIが日は 、

朝の健康JI寺間と し、衛生検査や健康に関するい ろい

ろな問題について話し合う時間としている 。

く朝の活動〉花だんのまわりのスケ ッチ

-J 

〈朝の活動〉健康な体を つ〈るための話し合い

① ひとリー鉢

さしヽ ばし、

学年毎に花を

選び、 一 人ひと

りが花を育てて

いる 。水や りや

草取 りの世話を

して見事な花を

咲かせている 。

みんなで

つくる

一 人一鉢



10

⑤ 学カテスト

一人ひと りの学力を正し 〈把握し、 つまづきを発

見し、適切な指材をするために 2学期末に 5年生は、

算数 ・国語 ・理科 ・社会の 4教科を、他の学年は、

国語 ・算数の 2教科の学カテストを毎年実施してい

る。その結果を分析、診断、評価し、治療、対策を

講じ、次の学習への指針を示し、学習意欲を高めよ

うとするものである。

(2) からだの健康

① 姿勢の矯正

近視の矯正が主体であ ったこれまでの望辿訓練に

姿勢の矮正も加え、注意の集中力、持続力等の養成

をねらつている。

登下校時 2分間、所定の場所での自主的望遠訓練、

健康時間の乾布まさ つ後の望迫訓練時に実践し 、厳

し〈 指森し ている。

② はだし、は だかの推進

年間 を通 して 、はだか ・薄着 ・はだしを奨励して

しヽる。

③ 集団行動訓錬

日々 の健康時間の中に集団行動訓練 を設けている。

この訓練を通して集団 としての規律や動作等の基本

的な習慣を指迎している。学級 ・学年単位の行進や

かけ足、体操等、季節に合わせて計画的に実施して

しヽる 。

④ 遊ぴの幅を広げるための運動施設

子供の創意工夫によ って遊びの幅が広げられ、心

身の健康な成長を促す運動施設 として校内アスレチ

ックがある。

ロープ渡り（モンキー ロープ） 、タイヤ登り （ト

ライアングルタワー） 、地柱丸太の平均台等は、子

供の冒険心をそそり 、それらに栢極的に挑戦し、ね

ばり強くがんばる子供たちの姿が見られる 。

校
内
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
で

元
気
に
遊
ぷ

(3) 地域 との連携

・家庭や地域の建康づくり

長期の休みには 、各家庭で一人ひとりの子供に娃

康づく りのための実践課題 を決め家族ぐるみで健康

づく リが展開 されている 。 また 、各地区でも場所や

活動内容 を決めて 健康づくりが展開 されている 。

その 内容は、異学年のグループであるためにラジ

オ体操や望遠訓練、親睦をかねて のなわとび、ポー

ル運動、伝統的遊ぴ （陣とリ、 六虫、石けりな ど）等

や空かん集め、 町内消掃等の奉仕作業が行われてい

る。いずれも 6年生が中心 となって地区の世話をし

てしヽ る。

/， 

:
I、

家族ぐるみの健康づ〈 り

健康時間の望遠訓練と姿勢指埠
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昭和57年度冬休み
5. おわりに

わ たし の建康 ‘ぶ らた：づ く り

1 年 3 組

努 力 .. 占.、

め ぁ て

実践方法

期 間

成 果
かわった こと

徳山小学校

なまえ 1 -rム永年~- I保護者名 に永§度

.'よ‘わしひ'

和蒋閉けtY1f I可い（ふ紀條朽

/ ..l. 月 ~f 日～ ／月 ？ 日

f1気乎手,1 B手1fj~ 町V, l戸`て ，＼ぃ＼｀
•l ヤ l:,') 9\ r-て:tv... 

以上、徳山小の健康教育について

その概要を紹介し た。

i建康維持の基本は 、一 人ひと りか

自分に合ったものを確実に実践 して

いく ことである 。将来とも 心身 とも

に健康に過せるようその素地 を小学

校のときに培おうとして諸活動 を展

開 して いるわけであるが、今回の受

宜 を新たな 出発点とし 、たくましい

チ育てを大和一致の精神でさらに実

践したいと考える 。

記緑 （経過 ようすなど）

V ,, 
?• 

” ？ヽ
tヽ

ヽ•
ニ あ・鈷まャえぶtいwび人"`  ;;. ・;j 

rヮ
"I 

“‘ H 

""_/'-'----./~/ー一·U・ 

ぷ_,., --./ ・-.-・ ―✓ -~,<ごご,t 
- -・ ,, 

r -----・---/ I 

／加f-'-b .. 7 ..>.? _,_, jb , ; /i ti f f. 7 
反 省 ・れれ•11;It・、,,I(,~1, 汀か".-"が1奴ぶぅ' 紅 9ペク喰如
今 後 へ の ・.iこ •'?tう lらto Ci-:..本、ヽガ1f:名l粁秤面u臥．
期 待 r J.、"'r,

※おうちのひとと 、いっしょに 、かきましょう 。

地区でとり〈む町内清掃

ああ風に吹力‘れる小学の生徒よ

伸びよ 育てよ

魂を鍛えろ肉を鍛えろ

冬の寒さに はだをさらせ

素読文 より

高村光太郎

「冬の詩」

よリ

冬は未来をつつみ 未来をはぐくむ

冬よ冬よ

おどれ叫べ とどろかせ
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“ 
愛知県東加茂郡足助町立足助小学校

校長簗瀬鉦―

育てあすっ子たくましく

一豊かな心とじょうぶな体を育てる保健活動一

1. はじめに

本校か健康教育に取り組んだのは、昭和50年度、愛

知県教育委員会より、 「安全教育」の研究指定 を受け

たことに端を発し ている 。 自ら安全な生活を創造し、

実践できる＋の育成をねらい、生活安全を中心に「攻

めの安全教育」を推 し進めてきた。

その反省から、身を守るには、瞬発力 、敏捷性を着

けさせることの大切さを深〈感じ 、 「体力 つ〈り」の

研究へと 継続してきた 。

昭和53年度からは、楽しさ の中で体力つく りかでき

るよう、教科体育では 、 「子どもが打え 、つ〈 り出し、

できた喜ぴを大切にする授業」の実践、そして 、動 く

楽しさ を生み 出す施設 ・遊具づくりに努力を重ね 、体

育活動への意欲化 を図 ってきた。

昭和55年度以降は 、 「枯り強い体カ ・気力の育成」

に加 え、 「思 いや りのある 暖かい気持ちをも った子ど

もの育成」を重視し 、両者 を兼ね備えた子どもの育成

こそが、健康教育であり 、人づくリであるという認識

を一層強 くし実践を栢み重ねてきた。

2. 学校をとりま〈地域の環境

(1) 恵まれた自然環境

本校は 、名古屋市の北東40km、豊田市の北20kmの三

河高原の 中にあり、海抜約140mの所に位沼している 。

人 町総人口 11,306人

世帯数 2,780戸

学区人口 3,020人
ロ 世帯数 830戸

学 東経 137° 19' 26" 6 
校
の 北 緯 35° 7' 58" 

゜位
標高 143 m 

竿皿

土地の大部分を山地が占め る足助町の中にあって 、

巴川 と足助川がつく りだす低地、 そして、古〈から商

店が立ち並ぷ町の中心部を学区としている。` 塩の道、、の

宿場町として栄えた所で、白壁土蔵や妻入り 塗 りごめ

づ〈りの家屋が今なお多く残されており 、落ち箔いた

町のたたずまいとともに 、学習の素材としても恵まれ

ている。

また、本校の学区には、東海地方一のもみじ の名所

「香嵐埃」があり、春の桜 ・夏の緑と清流 ・冬の雪な

ど、四季を通じて安らぎとい こいを与えて〈れる。そ
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こはまた、色鯉の放流やポランテ ィ アなど 、 —(-ども逹

の活動する場でもある 。

山紫水明 もみじ の名所 「香嵐埃」

(2) 教育関心の高い学区民

隣接する自動車産業の盛んな盟田市内の工場に勤め

る人、町内で商業を営む人の多い地区住民も、そ のほ

とんどが本校の卒業生であるため、学校への関心 も裔

く、学校行ボ ・PTA活動にも協力的かつ柏極的であ

る。

3. 学校の概要

本校は、明治 5年に 開校 し、本年で111年の歴史を有

している。高度経済成長時には、隣接都市への 人口流出

が多 〈、過疎化現象を呈し ていたが、現在では1卒滞し 、

昭和57年度 児童数243名・学級数 8・教貝数13名の学

校であり、今後も大きな変動はない状況である。

(1) 教育目標

つよく た〈ましい体力と気力をもち、柏極的に

行動できる子ども

あかる〈 豊かな情操と大きな理想 をもち 、明る＜

規則正しい生活のできる子ども

かしこく 自ら学ぶ方法を身に つけ、意欲的に問題

の解決ができる子ども

(2) 学校経営の目標

（次ペー ジ参照）

4. 特徴的な活動

健康教育に取り組んで進めてきた主な活動に次のよ

うなも のがある 。

(1) 体力つ 〈りをめざす活動

0 「あす っ子タイム」 業間体育

本校独自 の、輪を使 った 「足小体操」 ・学年を越え

楽し く 仲 よ〈 踊る 「 フォー ク ダンス 」 • 楽しみながら

力い っぱい辿動できる 「遊具ローテ ーション」 を組み

合わせ、楽し 〈遊び運動することにより体力の向上を

図って いる 。

ILl,"一•一ぺ
, .. 

弓

閃

足 小 体操

遊具ローテーション

0楽しい体育学習

ゲームのルールについての話し合い
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学校経営 の 目 標

教育目標具現化の中核となる健康教育活動

◎豊かな心としょうぶな体を育てる保健活動――恵まれた地域環境を生かし、ふれあいを大切にした楽しい学校生活の創造

教育目標

（校訓）

期待する児童像 研 究の柱 活動内容 家庭 地域

体力

つ よ ＜
 

た〈ましい体力と

気力をもった子

っ り

（第 1研究部）

． ． ． ． ． 

あす っ （・サン デー

豊かな心づ〈り

（第3研究部）

体 fr
あすっ （・タ イム

さわやかタイム

なかよしタイム

遊具チャンヒォン大会

なわとび大会

校l人］マラソン大会

かんばリ体採

フォークダンス

足助 をさぐる会

H ,iじ指 ；井

学級会活動

比 会 i,r; 1i)J 

音：来染会

足小IWl'ki,¥ク）きま')

愛校 H

J
 

本仕作梨

あかる〈

かしこく

明る〈思いやりの

心をもった子 健康で安全な生活

（第2研究部）

体 ff
学級指よ＃

全校はみがき

辿望訓紬

安全．，．＇．，：検

交通安全教室

l'I• 転車乗車テスト

交辿指＃

健康相談

健康診断

安全辿報

あす っ-r・サン デー

゜親チ歯みかきー0

自ら学ぷ力をもっ

た子

PTA・地域の活動

学校保健委員会

生活指＃委員会

あいさつ述動

スホーツ活動

地区別愁談 会

父視＇｀芥級

グルーフ 活動

ポランティア活動

歯みがき述動

環 境 整 備

具

境

境

場

森

坑

広

の

環

環

、

f

し

屯

生

ぁ

っ

ー

す
i
 

遊

教

衛

ふ

あ

化

゜゜゚
゜
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0楽しい体育学習

子どもが喜ぴを感じ 、柏極的に学習に取り組めるよ

うにゲーム化したり、 音楽でムードづ〈りをしている。

〇遊具チャンピオン大会

定められた 20種の遊具を使って 、速さ ・回数・距

離に挑戦しチ ャンピオンを競う 中で、運動好きな子ど

もを育てるようにしている 。

3
 

“, ?・ ¢
3
 

●
`
 

” `ふ鎗. , : 
ヽ 七ニヽ
~I•,;, 

, ..  冤 秀
，そ ●

“彎戴

＃一
拿一

メダルを受ける新チャンピオン

0かんばり体操

ローレル指数160以上の児童を対象に、 「がんばり体

操」と名づけた肥満児対策に力を入れている 。

だれよりも早く

ーはりきるがんばり運動一

(2) 健康に関する意識の商楊と習慣化をめざす活動

0保健コーナー

保健についての興味や閾心 をもち、自主的に健康な

体つ＇〈りができるよう、学級独自のアイディアを生か

し活用を図 っている。

子どもとともに工夫する

「保健コ ーナー」

0給食後の歯みかき活動

給食後は必ず歯みがきをし 、 う歯予防に努め、習慣

化 を図 っている 。

ていねいにみがきます

一給食後の歯みがき 一

(3) 望ましい生活習間の形成と情操陶冶をめざす活動

0足小10の生活のきま り

児童昇降口に「足小10の生活のきま り」を掲示し、

生活態度の意識化 ・態度化を図 っている。

0音楽集会

全校児童か 「ふれあい広場」に会し 、今月の歌 • お

楽しみコーナー ・リクエストコーナー ・先生登場など

広場いっぱい声を特かせ、心豊かな子どもの育成を図

っている。
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(4) 

：：：ミ：

樹木の中で楽し〈活動する

「あすっ子の森」

家庭 ・地域との連携をめざす活動

0 「あす っ子サンデー」の中核をなす学校保健委

員会

心身ともに健康な子どもの育成のため、学校 ・PT

A・ 各種団体 • 関係諸機関の方々の出席 を願い 、子ど

もや家庭、・地域の実態をもとに対策を立て、実践活動

を重視し、毎月 • 第 1日躍日を、親子のふれあい活動

の日「あすっ子サンテー」を実践している 。

0 「あすっ子サンデーの広か り」

「あすっ子サンデー」が核となって 、毎日の活動

（早朝かけ足 ・体操 ・夜のジョギング ・親子歯みかきな

ど）へと発展し 、更に近隣への呼びかけが、地域ぐる

みの実践へと大きくふくらみ、あいさつ運動 ・歩け歩

け運動 ・勤労活動 ・奉仕活動を実践している 。

5. 

くL~ー.11・. ・. ・ ・,-ん 。

親チの心がふれあう「あす っ子サンデー」

おとしよりから子どもまで参加した

一歩け歩け運動一

おわりに

学校での教育活動の基盤は、学級経営にあると名え

ている。 個々の子どもを理解することか教育活動の大

前提であり 、梢極的に子ども達の 中にとぴこんでい〈

教師の姿勢を大切にし、子どもとのふれあいを少しで

も多〈するよう 心かけている 。

このふれあいを基礎として 、か らだつ〈りと 心つく

りの調和的発達をめざし、体力つくりを主とした活動

の中に、フ ォークダンスや上下学年の組み合せを取り

入れたり、勤労体験的活動やポランティア活動を大切

にして推し進めている 。

健康教育活動の推進は、学校教育は勿論、地域の教

育力に期待するところか大きい。今日までの取り組み

を通して 、地域ぐるみの活動が著しい盛り上がリを見

せていることは、力強いかぎ ＇）である 。更に 、家庭・

地域と の連携を深める日々 の教育実践を今後も強力に

展開していきたい。



17

自らやりぬく大島の子

ー豪雪の中にたくましく生きる一

1. はじめに

大島小学校が健康教育に取り組んでから 7年になる 。

昭和51年に当校に焙任早々この間題に取り組んだ。以

米鉦年県の健康俊良学校に応秘し、昭和55年県（袋秀校

-56年県特別擾秀校として表彰を受け、本年度全国特

別役秀校の栄に浴した。

本校では、健康教育を学校教育の基盤に位協づけて

教育目標や学校経営方針を重点化し、全教育活動を計

幽的、組織的に組み入れそ の実践に努めてきた。

校 舎

2. 学校の概要

本校は明治 6年に創立されたが、それ以前より学校

所在地近くに私埜か開かれており、教育に対する伝統

が培われていた。村は咲雪地帯、束頸城の中央に位憧

し昭和56年の咲雪には最高 5m85cmを記録した。過疎

の波はこの牒山村を、はずす訳もな〈、昭和30年三村

新社、｝県束頸城郡大品村立大島小学校

校長 竹内正和

・量・.・

プルトーザーヒーターの活躍で道路が確保される

合併時の人口7,363人は3,704人と激減している 。 この

ようなti'i'況のなかで村当局が村の将来発展のために学

校教宥に寄せる期待は大きいし、学校が地域住民と語

らい手をたずさえて教育の実をあげる ことも重要な慈

味をもつものである。

これ らをふまえ学校経営の基本を"よ り楽し〈、よ

リ美し〈、より娃康的な学校づ〈リ、、におき、少人数

学校（昭和57年度76名）の長所を生かし、一人ひとり

の体 ・徳・知の豊かな充実に努めてきた。

恥｛知徳体

県知事揮畜の知育体
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また本年度の大島の子の理想像 として、

お もいきリやる気を出します。

お もいやり のあるやさしい＋になります。

し んぽう強くやりぬきます。

ま るい輪にな ってなかよくします。

を設定し 、 しおり 、下敷、額などの作成により児童 ・

PTAへの撤底をはか ってきた。

教育課程の編成に当た っては、学校生活を 7期に分

け、それぞれの期に重点目標を立て、相互の関連をは

かりながら慈欲的な指砕に努めるようにした。

3. 特色ある活動

(1) 地域・父母・教師・児童一体の保健活動

昭和46年第一回の学校保健委員会以来、児童保健委

員会、PTA保他部、地区体育協会などの協力と実践

に支えられてその効果を筍実にあげてきた。学校保健

委員会は本年度よ＇）年間計画を立て見通しをも った活

動をはか っている 。 また保健だより等に対する親の意

見、アンケートの結果なども活用するようにしている 。

（保健だよりについて の親の意見）

商学年になるとムシ歯が増えるのは、こ の位

ならいいだろうとか、親に隠れても自分でお

やつを買える事、そして家庭での歯みがきが

本当に良くできているかどうかと言う事に 、

つながるような気がします。我家でも、上の

娘が歯みがきをする時に、いつも洗面所の戸

をしめるので、さては？ ・・・ と思い、それか ら

妹 とー諸にさせることにしました。そして、

戸はしめない事にして 、ちゃんとや っている

かどうか見える様にしています。

甘いも ののない 日、おやつの日も特色ある活動であ

り、よく父母にも理解されつつある 。甘 いもののない

日は毎月第 3日耀日と決め、この日は甘いおやつを控

える こと を重点に活動・を進めている 。 これとタイア ッ

プするものとしておやつの日がある 。水躍日が 1-6 

年まで 6限までの活動日に統一してあるので、この日

に学校でおやつを作って出 している 。 このおやつの材

料は、ジャガイモ、サツマイモ、カポチャなど地域で

話し合いのテーマ

月 話し合い の テーマ

‘‘大島の子の理想像に ついて話合おう’’

4 
●児童 ・家庭 ・地域への理解 （全体）

"雪消の大島をきれいにしよう’’

●地域子ども会・育成会と の連絡 ・提携（地域）

｀` 子ども の健康状態を知 ろう" (学年）

5 ●本年度の健康診断の検討

う歯 ・視力の状況

｀子ども の心の娃康に ついて名えよう "(地域）

6 
●地域 ・家庭における子ども のようす

地域 ・家庭における子ども のあいさつ運動

一声運動の推進

"親子スボーツを計画しよう’’

●親子体育デーを決めよう

7 
親子なわとび大会をしよ う

‘‘小 さな親切運動の実践を高めよう ”

● あいさ つ述動

手つだい・手助け運動

8 ’‘子ども の生活実態 を記録 しよう "(学年）

"子ども の近視の状況を知 ろう’’

， ●学校 ・家庭における児童の姿勢 （学年）

明 るさについて の検討 （全体）

‘‘親子会議について検討しよ う’’

‘‘子どもの近視の状況を知ろう ＂ （学年）

10 ●学級 ・家庭における児童の姿勢

家庭の学習環境

‘‘子ども の薄筍について考えよう ,, (学年）

11 ●子ども の衣生活の実態

家庭 ・学校での皮ふの鍛練

｀部落行事や冬のスボーツについて話し合お

12 7 ‘’‘ 

●部落における行事への参加 （地域）

"甘いもののない日の反省と 検討をしよう’’

1 ●実態調査 （学年）

家庭での取り組みと家庭での変化

2 
‘‘年度の取り組みの反省をしよう,, (全体）

● 児童 ・家庭 ・地域の状況

3 ‘‘新年度への希望’’ （学年）
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とれる作物で、これを工夫して与えることにより児童

も親も自然の味を見直している 。

ふるさとジュニアスクール ・少年卓球教室などは公

民館、 地教委が主体とな って 児童の活動を促進してい

る。長期の休業中など親子体力づ〈りの活動が各部落

で実践され、ふれ合い活動としても評価 される。

大島小唄は地区の民謡であり、老人会から教えても

らい 、児童集会や運動会で発表している 。

(2) 杉の子活動

いわ ゆる‘‘ゆと りの時間”を杉の子活動とし、この

中に主として

0杉の子タイム（ 月 ・水 ・金の 6限25分）

〇ひろば （水 ・金の業ltlj、歌とお話）

0体力づくり （火 ・木の業間 ）

0花づくり （杉の子タイムに実践 ）

の四つの柱を設定して活動している。杉の子タイムで

は、花づくりのほかに学級共同の研究活動や稲作 (6

年）畑作 (5年）など多彩な実践活動がなされてい

る。 6年生が生産した米、 5年生の小豆を主体に収穫

祭も計画され、 4年生は野沢菜を、 1 -3年は花の種

子を持ちょ って全校で楽しい時間を過ごしている。また

稲作によ って生産される"わら、、は、全校でわら細工

大会を計画、地域の老人会を講師にしてなわない 、わ

らじ ・ぞうり作りなどに活用している 。

ヽ

山
村
で
も
昔
ど
お
り
の

手
植
え
は
少
な
く
な
っ
た

児童の研究発表

昔ばなし力翡lj化されたり、見も のがたリが紙しばいに

なって発表される 。

(3) 運動環境施設の充実

‘‘はばたけ大島，、としてなわとぴ体操と竹刀運動を

全校で取り組んでいる 。 ともに各学年の活動と、全校

一斉の活動とを取り入れている 。朝マラソンは春～秋

までは上半身はだかで毎日実践している 。 冬~~は、体

育館で 5分似lマラソンを行 っている。

お
と
し
よ
り
に
な
ら
っ
て

ぞ
う
り
づ
く
リ
に
挑
戦

はばたけ大届 I (全校なわとび体操）

大島アスレチ 、／ク コースは 、校地のあらゆる楊所を

活用して23種類のものが設置されている 。鉄枠、ジャ

ングルジムなど購入施設もあるが、大島橋 ・的あて ・

あみ橋・わたりづななど教師の創意工夫によるものも多い。
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はばたけ大島 II (全校竹刀運動）

剣道クラ プの活躍である

朝マラソン、校庭か らス キー場の坂道 をのはる 、

かんばり坂と名づけられている 。

走ったあとは自分の距離を記録に残す。

（低学年用 ）

校地内に23種類の体力づ 〈リの施設かある

子どもたちは力いっばし、運動に励んでいる 。

’
 

•
E
、
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(4) 健康教育年間指導計画の作成 校保健安全計画」 「特別活動計画」 「道徳全体計画 ・

年間指祁計画」 「杉のチ活動計画」 「特別活動計画」

等々を一つの体系に東各埋し 、まとめて「健康教育年間

指＃計画」を作成した 。 これ は学期毎の大綱と街月の

ものと二種煩作成している 。 （一学期と 4月を紹介）

健康教育が児童の体の健康のみにとどまる ものでな

しヽことは＼ヽうまてもなし、。わが校では体 • 徳 ・知・・・・・・

から だと心とあたま の健康としてと らえ ている 。教科

の年間指禅計画のはかに従来か らそれぞれあ った 「学

一 学期の主な活動事例（めあて）

ダ 第 l 学 期 0やる気を起こさせる
ダキ

、-ヽ 第 l ・2教育期 0生活のしかたをきちんとする 0学力や体力の ）L¥礎を固める

・t 松：行―― ・jt

・'f: 
身

〇定期健康診断 〇体力づく 1/,ij・11l1j 〇 う歯梨団治療
校 、し

0教育相談 〇夏休み親 臼本力 づく り，汁I也l 0 7、ホーツテスト
↑'1' 
J-lj!_ 

0 安全.•.'!検 （校令内外，通学路、近！し、朝マ ラソンコース、 自枢斗L會 7 - 1レ`i苫 環 境
重）J 迪足．林間学校） 0避難訓辣，汁画作成 〇防災器具．，！．，：検

保 健
〇廿い もののない日 〇目の体採．歯み がきとフ／ 索洗 11

0姿勢カレンダー作成 〇健康相談 〇汗ふ き述動

保 安 全
0通学途上の危険箇所の確認 〇修学旅行における 追路歩行のし ）j
0遊ぴと述動 0 自転*(l)安全な東，））j 0作業時にお ける安全

健
給 食 0安全で手際よい連般・配紐 0正 しい手洗い 0正しい盛リ付け

安
i,';- 掃 0校舎内外整頓 〇ほこリ追い出 し述動 。ii'i'揺表彰

,,_I.:. ,. 

活
生指 はりあい活動 0生活のしかたをきちんとする 0学力や体力の枯礎をかためる

動
徒砕 なかまつくり 0集団適応指＃ 〇躾団行動の悔底 0教育相談 0部洛千 ども会

保 健 学 習
0 からだの発行 0発育の男女殆 0 人の一生の体の亥化
0病気の起こ I))j 0病原体て起こる病気の千防 0環おと と病気

学校 保他 委員会
0大島のイの理愁像に ついて o・ 片―ii'iえの大！ふ を及 しく
〇チどもの心と体の健康 〇親 （・スホ ーツ，汁pllj

心 を育てる 追`や 徳 0生 命葬重 ・健康安全 0 自主自律 0不とう不屈 0動物愛護

活 動 道徳的実践 〇あ いさつ述動 0学級園づ〈り 0体力づ〈 りの充英

杉 の 子タ イム
〇剣道・ なわとぴの隊形作り 〇 千•作業 （ 低 ） 文化の創造（中） 勤労(,¥':j)の

学習の計画と実践 0小動物の飼育
杉

の ひ ろ 1よ＇
0 自分の経験したこと を話そう 〇自分の気持ち をみんなに話そう

千
0心 をひとつにして歌おう 〇身体表現を使 って，楽 しく；；伏おう

活 体力 つ 〈 1) 
0新潟往復朝マラソン 一斉指＃ 〇なわとぴ体採 0剣道 0体力づく ＇）検迫

動
0 フィールドアスレチ ソク 大会 0人:,t;, り地区体育大会

花 つ 〈 1) 0花坦 0学級園計画 〇土作り 0種＋まき ・育苗 ・植付け

児
、子心 級 会 0学級のめあて．係の決定 0学級会の持ち方 0一学期の反省

童
児 童 ムヱ、二 0一年生を迎える会 〇廃品回収 0球技大会 0七夕祭り 0長なわとび大会

組 活 0新聞発行 0校内花い っぱいコンクール

織 動 ク ラ プ 0所屈クラプ決定 0各 クラプ活動の組織 ・年間計画の作成
活

動 学 級 指 i4 0登下校 0楽しい会食 0歯の健康 0夏休み

教師の活動 0学級経営案作成 0健康教育実施計画作成 0授業研究

地域ぐるみ の活動 0交通安全教室 〇廃品回収 0体育大会 OPT.A. 研修会
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4月

め 第 1 学 期 やる気を起こさせる

あ
教育期て 第 1 'Iこ活のしかたをさちんとする

新 ．始兆式 全校テスト PTA総 会

学校行事
入・芥式 安全の H 家庭訪,~,
屯 IVJ吐康診断 親り）の H k;!I抽
6年学旅行 f¥a,illil定

定期紐l,Ji診断 、ぷ期f¥l!W診断，；I・ 画作成 （呆健屯整（紺（救.',?.楽品 を含む）

学
体f立;U,J定 （身u ・胸囲・ Jjを高.(木if(i 紐I,)!診断）H具,¥検 机 • こ しかけ調愁

、じ 身
・ヤ見）） ・色・rt・聴 JJ・(,Ii/ff・lllif斗・11・i,;,1 紐1,lt,.'i.検 切 机f紺（紐l,}t手帳 ・紐 体力づ〈り計画の作成（絣マラソンtti酉）

校 科の検診 ・ 歯 Q)ll,1-~ 治税 康診断一呪 表） 修学旅行の保吐 と安全

タ目な 随l,J;観寮板救 f•ii 給食叩~i'I豆'.(検

理
}芹校健康教ff,汁,,1ijの作成 (どもの ・e.i.r;目tHll、"'

活 校令内外安全、,',,:検洒作成／文 ぴ,:,:検 辿?路の安全.'.'i.検 遊具安全、,.',:検

動 環 境 避難；D11 綽，:t· ,••i 作成 朝マ ラソンコース'i,i令，ヽ，'i,検
地域安全確，認．，汁,,,,,作成 防災組縞，没沼

0吐/,Ii診断のうげ }j . 利用 の Lかたを名えよ．）

保 健
からだの 消漱 漣康手帳の 活111/iW Hの体採・ikみかさの取象llみ
手洗し 屯̀, トイレの 使用法 体位 ・1本格 ・疾 病の様{- 廿 し、もののなし、 Hの収糸llみ
-; カ.,、 .r--洗し、のしカ・た (,/if の カ ード ・ 体 •T( ilill 定グラフの記録 7 , .r, 洸 11の取 糾み

保
通 ''ti<l」．の 危険 (1~ 1;/j· 交淡 .•.'i.. せまし、近 での通 行

安 全 通＇芥時 における行動 のしか た 対1M交辿のしかle
船I・月笠校の さま') 廊下や階段の 歩きかた

健
〇楽 しい給食を しよう

安 給 食 給食 t!よ り 安 全 で 手際よ,,;巫搬・配膳 なかよし会食
」lこし し、 身 なりと屯内 の格頓 心 をこのた 食 ・Jiの あし、さ つ

全 清 掃 i,'H-,ollllみ分 け決巫 用！し配布h 校令内外の笠理格頓

用具の，•.'!:検 . ""給 危険物拾い

活
はりあい活動

〇 学校の きまりを知 ろう よし， （• の さよ ， I 指,q. 名中しの記名

生 正ししヽ歩行 朝マ ラ／ンのあとの行 動

動 徒 ,t夕（なあ＼、さ つ 体f-1館の使い /j （花の水やリマ_:,クの 移 動l

指
なかまづくり

紐康カルテ作成 出団適応指;q.
導 、家庭環境，淵牡

保 健 ,= 子 習
カらだの発fl 人の一'Iこの体の変化 紺'.,,( の —(-じ）' . 病'.,,(の おこ＇ ）かたのし，ろし、,,

身此 ・体頂 ・体つ さか変化する とさ 病原体 1;(況 ・ 体の抵抗力 • 生活行動と病気

学校 保 健 委 員 会
＂大島 の （・、 の罪如象 について話し 合お う（全体 ） ・g消え の大島をされい にしよう （地 区 ）

児童 ・家庭 地域へのひろが りと理解 地域（・ども 会 ・脊成会 との連絡 ・提携

道徳 （頂点） 生命.l1頂 随I,相安全

心を育てる活動 道徳的 ，、キハキ 大,,.,述動の展開 地 域 f-ど も会でのIム・楊 ・近路の

実践 地域こ ぞっての あいさつ述動の展I均 ゴミひろい述 動

剣道の隊形を つくろう お＇）がみを !Irる (l年 ） 演靡1)の計画 (4年）

杉の子タイム はばたけ大島（なわとぴ）の隊形を つくろう おもちゃを作る (2年 ） 花つく りの準偏 (5年 ）

杉 かぺ新聞 を作る (3年 ） さつまいもつくりの準1iii(6年 ）

の
ひ ろ ば Jふi舌-,てなあに ＇ みんなで名えよ 9

心を ひとつにして 歌お う

・児童会歌 校：伏

子

活 体 力 つ ＜ り
体力づく ，9年till計画作成 新潟往復朝マラ、ノン指サ はばたけ大島（なわとぴ体操 ）の

はげも う ・マラ、ノンカ ートー 守の作成 剣 近一斉指＃ グ ル ー プ ・ 隊形 つ~ くり

動 種 r-まき柑渭ll 侑1未の作成 [l年）朝顧・百日草・金せんか 12年）ひまわリ百日1,¥.Itいとう

花 つ ＜ I) 花だんの消 S・施肥 花の種 類の決)E(3年）へちま・カンナ・サルピア(4年）カン十・B々 亙・じゃがいも
(5年）サルピア・マリーゴールド・ダリア・・{6年） コスモス・ヤデシコ• 石竹さつまいも

児 学 級 会
学級のめあて決定 係の分担と，汁画づく り 一学 期の染会，汁両づくり

級此 ・副扱 L乏の決定

童 一年生を迎える会 （総務 ） yJjマラソン の 準jfj(体育） のどじ まん大会 （放 送 ）

組
活 児 童 会

児童総会 （総務 ） 保他室の整 理 （保鮭 ） 学祓マンガコンクー ル（広報）

発育し らペ （保鮭 ） 沼抽用具の格1oi(糀 (iii/)

織 動
図杏館の祭埋と読肉カ ード（ 図l'J)

ク ラ プ クラプの決定 と所祇 クラプの年間計画作成

活
〇学級の組磁づく ＇） となかま ．在磁の醸成

動
学 級 指 導 学校のいきかえ ') 安全な歩行 逍 学 班

給食当番 楽 しい給食 梨 しい会食

教 師 の 活 動
学級経営案の作成 家庭訪問 村教貝協議会

諸帳簿の作成 紐康教育実施計画の確認 学級 PTA

地域ぐるみ の活動
PTA総会・組緻づく ＇） ~. の交通安全指祁 甘いも のの ない Hの推進

学校保吐委n会 郷 土 芙化運動
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4. その他の活動

昭和52年度から新潟大学 ・学校歯科医の指達の もと

「フッ素洗口」 を実施している 。ムシ歯予防にはフ ッ

素とい う薬のみに頼ることな〈 、 1日3回の歯みがき 、

甘いも のの ない日 の運動などもあわせて実践している 。

昭和52年当時 1人平均う歯本数2.5本・う蝕り患者率76%

の ものが57年度には1.3本、59%と激減している 。 これ

には年 2回の臨時検診、某団治療に当た って下さる学

校歯科医の協力も大きい。

ヽ
年 3回の入念な歯科検診

C 1より悪い歯は 1本もないようにしている

1 -3年の低学年会食、 この他に 2、 3、 5年と

l、 4、 6年というようにいろいろに組み合わせ

て全校会食を工夫する。

（理科室と図書室 を使用する ）

5. おわりに

フ
ッ
素
集
団
検
診

歯

み

か

き

テ

ス

ト

な
ど
と
な
ら
ん
で
一
日

3
回
歯
み
が
き

も
き
ち
ん
と
実
行

全国審査においで下さ った山内束大教授は 「引っこ

み思案で消極的な子どもだけかな、と思 っていたが、

そうではなか った。 とても元気で声も大きい。一つひ

とつの 活動は、子 ども のアイデアをよく引き出し豊か

で内容が充実している 。」 と評された。 これが我々の長

年の顔いであ ったわけで、今回の受費によりそれが認

められたことに喜こんでいる 。今後益々発展 させるべ

＜努力をしていきたい。

地域の民謡大島小唄が生き生きと表現さ れる

このほかランチルームのない 中で、学年や部落の組

み合わせなど工夫して、理科室 ・図書室を使 っての会食

(3学年ずつ組み合わせ）や部落ごとの会食なども取り

入れ、学校給食に変化やうるおい、ふれ合いを工夫し

ている。



昭和57年度 健康優良学校

大規模の部 (19学級以上）

全国特別悛秀校 富山県西砺波郡福光町立伽光中部小学校

全国特別優秀校 山口 県徳山市立徳山小学校

全国優秀校 愛知県蒲郡市立西浦小学校

全国優秀校 岡山県介磐郡山陽町立山陽西小学校

全固優秀校 ）よ，,:::,県広，烏市立可部小学校

中規模の部 (7-18学級）

全国特別俊秀校 愛知県東加茂郡足助町立足助小学校

全国優秀校 岡山県岡山市立南方小学校

全国優秀校 福岡県辿質郡遠賀町立広渡小学校

全国優秀校 秋田県横手市立旭小学校

全国優秀校 滋賀県近江八幡市立岡山小学校

小規模の部 (6学級以下）

全国特別俊秀校 新氾県東頭城郡大島村立大島小学校

全国優秀校 愛知県北設楽郡豊恨村立三沢小学校

全国優秀校 静岡県周糾＇郡春野 町立北小学校

全国 1憂秀校 香川県三豊郡山本町立辻小学校

全国俊秀校 岩手県二戸市立御込地小学校
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